
すべての女性が輝く社会づくり

トイレが変われば、

暮らしが変わる。暮らしが変わる。

加藤 篤（NPO法人日本トイレ研究所）
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【別添３】
 日本トイレ研究所提出資料
 （第1分科会第4回で配布）

CO751527
長方形



Activity１

「学校トイレ」への挑戦「学校トイレ」への挑戦
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39%

33%

38%

43%

12%

14%

5%

10%

6%全体

男

全体６１％、男子は６７％

和式トイレですることはできますか？

4

33%

51%

43%

39%

14%

9%

10%

1%

男

女

普通にできる できるけど嫌がる できない 経験がないので分からない NA
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小学校でうんちを我慢したことがある？

その理由は？

5

小学校に洋式トイレプレゼント（小林製薬株式会社）
http://www.kobayashi.co.jp/toilet-present/condition.html
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0日

1%

1日

2%

2日

5%
3日

8%

4日

11%

7日

39%

5日

15%

6日

19%

調査：日本トイレ研究所、王子ネピア

３日以上連続でうんちが出ない 13.7％
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7
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意識を変える「うんち教室」
王子ネピア

8
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Before

簡易改修の取り組み
「小学校に洋式トイレプレゼント！」小林製薬株式会社

9
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After

Copyright JAPAN TOILET LABO. All Rights Reserved
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トイレカーペンターズ

© 2015 NPO Japan Toilet Labo

目 的：

児童・教職員・PTA・地域住民等、学校を取り巻くさまざま人が協力して学校のトイレをきれいにす

る。単に快適なトイレ空間を作るだけでなく、楽しい場所にすることを目的としており、自らの考えや

工夫を具体化して改善・活用していくことも学ぶ。さらに、『トイレカーペンターズ』活動を通じて子ど

もから大人まで幅広いネットワークができ、地域の輪をひろげる。
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Activity２

「災害時」への挑戦「災害時」への挑戦

© 2015 NPO Japan Toilet Labo

避難所世話人からのメッセージ

地震が起きたとき、真っ先に行うのは安全の

確保と安否確認。避難所に行けば、場所の確

保、つぎに食べものが心配になる。

トイレといえば、そのあとぐらいに気になるのだ

14

トイレといえば、そのあとぐらいに気になるのだ

けど、それでは遅い。トイレは命にかかわる。出

来るだけ早く対応しなければならない。

釜石市防災力強化トイレプロジェクト協議会

文部科学省 学校施設の防災力強化プロジェクト（平成２５年度）
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兵庫県・兵庫県警調べ

© 2015 NPO Japan Toilet Labo

（出典：災害に強い学校施設の在り方について（文部科学省））
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1995.1.17
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2011.3.11 
1

仮設トイレは

何日後に設置さ

れたでしょうか？
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仮設トイレは何日で届くでしょうか？

3日以内

28日以上

21％

19

調査：名古屋大学エコトピア科学研究所 協力：日本トイレ研究所

34％

4日～14日以内

45％
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発災から何時間でトイレに行きたくなったか

3時間以内

31％
10～12時間 11％

13時間以上

11％

20
日本トイレ研究所による調査（東日本大震災）
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31％

4～6時間

36％

7～9時間 11％
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発災

水洗トイレ
が使えない ストレス

集団生活

トイレ環境の

5

飲まない

食べない

健康被害

災害関連死

トイレ環境の

悪化

くさい、汚い、暗い、

怖い、寒い、遠い、

男女共用、数量不足

段差がある

など
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災害時トイレ衛生対策の

３つの提案

１．トイレ環境基準の確立１．トイレ環境基準の確立

２．防災トイレ計画の義務化

３．トイレ衛生専門員の配備

© 2015 NPO Japan Toilet Labo

防災トイレ計画の要素（案）

設備や利用状況等に合わせて、適切な災害用トイレを選択し、ト

イレの運用方法を作成する。

１．責任と役割分担の明確化

２．建物のライフラインの確認（電気、給排水設備、し尿処理等）

３．トイレ利用者（要配慮者等）の想定と配慮

24

３．トイレ利用者（要配慮者等）の想定と配慮

４．災害用トイレの選定および必要数の算定

５．災害用トイレの備蓄、調達、保管、回収、廃棄の流れ

６．使用と維持管理

（時系列に応じたトイレ対策／既設トイレの使用可否判断と情報伝達

災害時のトイレ使用方法、清掃方法、臭気対策／手洗いと衛生方法）

７．災害時のトイレ訓練の実施
© 2015 NPO Japan Toilet Labo
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災害時トイレ衛生管理講習会（5月）

© 2015 NPO Japan Toilet Labo

http://www.toilet.or.jp/toilet-guide/

Copyright JAPAN TOILET LABO. All Rights Reserved
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Activity３

「マナー」への挑戦「マナー」への挑戦

© 2015 NPO Japan Toilet Labo
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来館者数3,314人（2日間）

表参道トイレ美術館

© 2015 NPO Japan Toilet Labo
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奈良県：「安心トイレプロジェクト」

群馬県：「ぐんまビジタートイレ認証制度」

富山県：「環日本海トイレフォーラム」の活動と「トイレガイドマップ」の作成

栃木県：「ピカピカとちぎ大作戦」

東京都：「とうきょうトイレ整備」

観光地での取り組み例

東京都：「とうきょうトイレ整備」

新潟県：「まちなか みちなか どこでもトイレ事業」

熊本県：「商店街がＵＤ事業でトイレの提供」

会津若松市：「アネッサクラブ」の活動と“トイレをどうぞ”

京都市：「公衆トイレＭＡＰ」と「東山観光といれマップ」
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Activity Next「健康都市」への挑戦

世界をもてなす

33

世界をもてなす

トイレプロジェクト2020
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